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徳島市中心市街地活性化基本計画 新旧対照表（傍線赤文字部分は変更箇所） 

 

変  更  後 変  更  前 

１.～２.［１］ 略 

 

２. 中心市街地の位置及び区域 

［２］区域 

※図表は最終ページ参照 

 

２［３］～３. 略 

 

４．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に供する施設の整備その他の市街地

の整備改善のための事業に関する事項 

［１］（１）略 

 

（２）市街地の整備改善の必要性 

（略） 

 県立ホールの整備予定地がにぎわい交流軸に隣接する藍場浜公園に変更されたことにより、新たな人の流れが生

まれ、より多くの人々が集うようになると見込まれることから、この人の集まりを確実な線へと変えていくため、

にぎわい交流軸における新たな魅力の創出や自転車の利用促進、歩道空間の整備など、市街地の整備改善に取り組

む必要がある。 

（略） 

 

（３）～［２］（２）②略 

 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

（略） 

【事業名】道路メンテナンス事業 

【事業実施時期】 令和 4年度～令和 8年度 

【実施主体】 徳島市 

【事業内容】 ひょうたん島に架かる橋梁について、長寿命化及び耐震化対策を実施する。 

 

 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 居住者数の増加 

【目標指標】 まちなか居住者数 

【活性化に資する理由】 生活道路は基礎的かつ重要なインフラであり、橋梁長寿命化修繕計画及び耐

震化計画に基づいて安全な生活道路を確保することは、目標指標の増加に寄

与するため。 

【支援措置名】 道路メンテナンス事業補助 

【支援措置実施時期】 令和 4年度～令和 8年度 【支援主体】 国土交通省 

【その他特記事項】  

【支援措置名】 防災・安全交付金（道路） 

【支援措置実施時期】 令和 6年度～令和 8年度 【支援主体】 国土交通省 

【その他特記事項】  

１.～２.［１］ 略 

 

２. 中心市街地の位置及び区域 

［２］区域 

※図表は最終ページ参照 

 

２［３］～３. 略 

 

４．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に供する施設の整備その他の市街地の整

備改善のための事業に関する事項 

［１］（１）略 

 

（２）市街地の整備改善の必要性 

（略） 

 徳島中央公園に隣接する場所には新たな県立文化ホールの整備が予定されており、にぎわい交流軸の出発点として多

くの人々が集うようになると見込まれることから、この人の集まりを確実な線へと変えていくため、にぎわい交流軸に

おける新たな魅力の創出や自転車の利用促進、歩道空間の整備など、市街地の整備改善に取り組む必要がある。 

（略） 

 

 

（３）～［２］（２）②略 

 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

（略） 

【事業名】道路メンテナンス事業 

【事業実施時期】 令和 4年度～令和 8年度 

【実施主体】 徳島市 

【事業内容】 ひょうたん島に架かる橋梁や新たに整備する文化ホールへの動線となる跨線

橋について、長寿命化及び耐震化対策を実施する。 

 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 居住者数の増加 

【目標指標】 まちなか居住者数 

【活性化に資する理由】 生活道路は基礎的かつ重要なインフラであり、橋梁長寿命化修繕計画及び耐

震化計画に基づいて安全な生活道路を確保することは、目標指標の増加に寄

与するため。 

【支援措置名】 道路メンテナンス事業補助 

【支援措置実施時期】 令和 4年度～令和 8年度 【支援主体】 国土交通省 

【その他特記事項】  

【支援措置名】 新規追加 

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  
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（略） 

 

（４）国の支援措置がないその他の事業 

【事業名】LEDが魅せるまち・とくしま推進事業 

【事業実施時期】 平成 19年度～ 

【実施主体】 徳島市 

【事業内容】 本市の中心市街地を流れる新町川に架かる橋に LED アート作品を設置すると

ともに、「徳島市中心市街地等 LED 景観整備基本計画」に基づき、中心市街

地の各エリアにおいて、夜間景観整備を実施する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 回遊者数の増加 

【目標指標】 まちなか歩行者通行量（平日・休日平均） 

【活性化に資する理由】 光に彩られた水都の創造を目指して、LED アート作品を鑑賞しながら夜間に

まち歩きを楽しめる環境を整備することは、目標指標の増加に寄与するため。 

【支援措置名】 - 

【支援措置実施時期】 - 【支援主体】 - 

【その他特記事項】  

 

（略） 

 

５．都市福利施設を整備する事業に関する事項 

［１］都市福利施設の整備の必要性 

（１）現状分析 

（略） 

文化面においても、平成 27年 3月に市立文化センターの利用を中止して以降、県都に 1,000席を超える公共ホ

ールがない状況が続いていたが、令和 2年度から県市協調による新ホール整備に取り組んでおり、令和 7年 4月に

県と市が新ホール建設地を藍場浜公園に変更する「藍場浜公園西エリアにおける新ホール整備に関する基本協定」

を締結し、新ホール整備が動き出している。 

 

（２）～［２］（４）略 

 

６．公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事業その他住宅の供給のための事業及び当該事業と一体

として行う居住環境の向上のための事業に関する事項 

［１］～［２］（２）①略 

（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

 

【事業名】危険廃屋解体支援事業 

【事業実施時期】 平成 22年度～ 

【実施主体】 対象となる危険廃屋の所有者等（徳島市） 

【事業内容】 住環境及び良好な景観の促進のため、長年放置された危険な廃屋に対し解体

費の一部を助成する。 

 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

（略） 

 

（４）国の支援措置がないその他の事業 

【事業名】LEDが魅せるまち・とくしま推進事業 

【事業実施時期】 平成 19年度～ 

【実施主体】 徳島市 

【事業内容】 本市の中心市街地を流れる新町川に架かる橋に LEDアート作品を設置する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 回遊者数の増加 

【目標指標】 まちなか歩行者通行量（平日・休日平均） 

【活性化に資する理由】 光に彩られた水都の創造を目指して、LED アート作品を鑑賞しながら夜間に

まち歩きを楽しめる環境を整備することは、目標指標の増加に寄与するため。 

【支援措置名】 - 

【支援措置実施時期】 - 【支援主体】 - 

【その他特記事項】  

 

 

 

（略） 

 

５．都市福利施設を整備する事業に関する事項 

［１］都市福利施設の整備の必要性 

（１）現状分析 

（略） 

文化面においても、平成 27 年 3 月に市立文化センターの利用を中止して以降、県都に 1,000 席を超える公共ホール

がない状況が続いていたが、令和 2年 9月に県市協調でのホール整備を要望し、県立ホールとしての整備が動き出して

いる。 

 

 

（２）～［２］（４）略 

 

６．公営住宅等を整備する事業、中心市街地共同住宅供給事業その他住宅の供給のための事業及び当該事業と一体とし

て行う居住環境の向上のための事業に関する事項 

［１］～［２］（２）①略 

（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

 

【事業名】危険廃屋解体支援事業 

【事業実施時期】 平成 22年度～ 

【実施主体】 対象となる危険廃屋の所有者等（徳島市） 

【事業内容】 住環境及び良好な景観の促進のため、長年放置された危険な廃屋に対し解体

費の一部を助成する。 

 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 
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【目標】 居住者数の増加 

【目標指標】 まちなか居住者数 

【活性化に資する理由】 南海トラフ地震に対する危機感が強まる中、危険廃屋の解体を促進し、災害

に強い街として安心感を高めることは、目標指標の増加に寄与するため。 

【支援措置名】 社会資本整備総合交付金（地域住宅計画に基づく事業（住宅地区改良事業等

（空き家再生等推進事業））） 

【支援措置実施時期】 令和 4年度～令和 5年度 【支援主体】 国土交通省 

【その他特記事項】  

 

【事業名】移住促進事業 

【事業実施時期】 令和元年度～ 

【実施主体】 徳島市 

【事業内容】 移住交流支援センターの運営や移住希望者に対する PR 等を実施するととも

に、ふるさとワーキングホリデーや移住体験ツアー、本市の地域資源を生か

した移住促進策を展開する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 居住者数の増加 

【目標指標】 まちなか居住者数 

【活性化に資する理由】 居住の場としての本市の魅力を全国に PRし、移住者数を増やすことは、目標

指標の増加に寄与するため。 

【支援措置名】 デジタル田園都市国家構想交付金 

【支援措置実施時期】 令和 5年度～令和 6年度 【支援主体】 内閣府 

【その他特記事項】  

【支援措置名】 新しい地方経済・生活環境創生交付金(第 2世代交付金） 

【支援措置実施時期】 令和 7年度～令和 8年度 【支援主体】 内閣府 

【その他特記事項】  

 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

 

事業名：新町西地区市街地再開発事業（略） 

 

【事業名】移住促進事業 

【事業実施時期】 令和元年度～ 

【実施主体】 徳島市 

【事業内容】 移住交流支援センターの運営や移住希望者に対する PR 等を実施するととも

に、ワーキングホリデーや本市の地域資源を生かした移住促進策を展開する。 

 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 居住者数の増加 

【目標指標】 まちなか居住者数 

 

【目標】 居住者数の増加 

【目標指標】 まちなか居住者数 

【活性化に資する理由】 南海トラフ地震に対する危機感が強まる中、危険廃屋の解体を促進し、災害

に強い街として安心感を高めることは、目標指標の増加に寄与するため。 

【支援措置名】 社会資本整備総合交付金（地域住宅計画に基づく事業（住宅地区改良事業等

（空き家再生等推進事業））） 

【支援措置実施時期】 令和 4年度～令和 7年度 【支援主体】 国土交通省 

【その他特記事項】  

 

【事業名】（３）から移設 

【事業実施時期】  

【実施主体】  

【事業内容】  

 

 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】  

【目標指標】  

【活性化に資する理由】  

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

 

 

 

 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

 

事業名：新町西地区市街地再開発事業（略） 

 

【事業名】移住促進事業 

【事業実施時期】 令和元年度～ 

【実施主体】 徳島市 

【事業内容】 移住交流支援センターの運営や移住希望者に対する PR 等を実施するととも

に、ワーキングホリデーや本市の地域資源を生かした移住促進策を展開する。 

 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 居住者数の増加 

【目標指標】 まちなか居住者数 
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【活性化に資する理由】 居住の場としての本市の魅力を全国に PRし、移住者数を増やすことは、目標

指標の増加に寄与するため。 

【支援措置名】 地方創生推進交付金 

【支援措置実施時期】 令和 4年度 【支援主体】 内閣府 

【その他特記事項】  

 

【事業名】危険廃屋解体支援事業 

【事業実施時期】 平成 22年度～ 

【実施主体】 対象となる危険廃屋の所有者等（徳島市） 

【事業内容】 住環境及び良好な景観の促進のため、長年放置された危険な廃屋に対し解体

費の一部を助成する。 

 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 居住者数の増加 

【目標指標】 まちなか居住者数 

【活性化に資する理由】 南海トラフ地震に対する危機感が強まる中、危険廃屋の解体を促進し、災害

に強い街として安心感を高めることは、目標指標の増加に寄与するため。 

【支援措置名】 空き家対策総合支援事業 

【支援措置実施時期】 令和 6年度～令和 7年度 【支援主体】 国土交通省 

【その他特記事項】  

 

（略） 

 

（４）（略） 

 

７．中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事業、民間中心市街地商業活性化事業、その他の経済活力の向

上のための事業及び措置に関する事項 

［１］（１）略 

 

（２）経済活力の向上の必要性 

（略） 

特に、新たに整備を予定している県立ホールや機能強化を図る徳島駅前のアミコビル、観光客の集客拠点である

阿波おどり会館などを結ぶ動線上には、回遊を促す動機付けとして商業機能の充実を欠かすことができない。 

（略） 

 

 

（３）～［２］（２）①略 

（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

 

事業名：公民連携プラットフォームの運用（略） 

 

 

【事業名】中小企業経営支援事業（専門家相談事業） 

【活性化に資する理由】 居住の場としての本市の魅力を全国に PRし、移住者数を増やすことは、目標

指標の増加に寄与するため。 

【支援措置名】 地方創生推進交付金 

【支援措置実施時期】 令和 4年度～令和 6年度 【支援主体】 内閣府 

【その他特記事項】  

 

【事業名】（２）②から移設 

【事業実施時期】  

【実施主体】  

【事業内容】  

 

 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】  

【目標指標】  

【活性化に資する理由】  

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

 

（略） 

 

（４）（略） 

 

７．中小小売商業高度化事業、特定商業施設等整備事業、民間中心市街地商業活性化事業、その他の経済活力の向上の

ための事業及び措置に関する事項 

［１］（１）略 

 

（２）経済活力の向上の必要性 

（略） 

特に、新たに整備を予定している徳島文化芸術ホール（仮称）や機能強化を図る徳島駅前のアミコビル、観光客の集

客拠点である阿波おどり会館などを結ぶ動線上には、回遊を促す動機付けとして商業機能の充実を欠かすことができな

い。 

（略）  

 

（３）～［２］（２）①略 

（２）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

 

事業名：公民連携プラットフォームの運用（略） 

 

 

【事業名】中小企業販路拡大支援事業（専門家相談事業） 
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【事業実施時期】 平成 26年度～ 

【実施主体】 徳島市、徳島県よろず支援拠点 

【事業内容】 経営相談窓口をアミコビルの産業支援交流センターに設け、中小企業に対す

る販路拡大や DXなどデジタル技術の導入、経営課題等の相談に応じる。 

 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 来街者数の増加 

【目標指標】 ランドマーク施設来館者数 

【活性化に資する理由】 産業支援交流センターはアミコビルに設けられた産業振興施設であり、経営

相談を通じて同施設の来館者数を増やすことは、目標指標の増加に寄与する

ため。 

【支援措置名】 デジタル田園都市国家構想交付金 

【支援措置実施時期】 令和 5年度～令和 6年度 【支援主体】 内閣府 

【その他特記事項】  

【支援措置名】 新しい地方経済・生活環境創生交付金(第 2世代交付金） 

【支援措置実施時期】 令和 7年度～令和 8年度 【支援主体】 内閣府 

【その他特記事項】  

 

【事業名】ひょうたん島周遊船の電動化 

【事業実施時期】 令和 7年度～ 

【実施主体】 徳島市 

【事業内容】 ひょうたん島周遊船を電動化し、船舶分野における脱炭素化に係る先駆的な

取組を全国的にプロモーションすることにより、水辺の魅力アップを図る。 

 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 回遊者数の増加 

【目標指標】 まちなか歩行者通行量（平日・休日平均） 

【活性化に資する理由】 周遊船乗り場は、JR徳島駅と阿波おどり会館を結ぶシンボルゾーンの中間を

流れる新町川沿いに位置しており、本市ならではの地域資源を生かして他の

エリアを回遊する動機づけを行うことは、目標指標の増加に寄与するため。 

【支援措置名】 新しい地方経済・生活環境創生交付金(第 2世代交付金） 

【支援措置実施時期】 令和 7年度 【支援主体】 内閣府 

【その他特記事項】  

 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

 

（略） 

 

事業名：創業促進事業（略） 

 

【事業名】ひょうたん島水上タクシーの運航 

【事業実施時期】 令和 3年度～ 

【実施主体】 NPO法人新町川を守る会、NPO法人阿波農村舞台の会 など 

【事業内容】 水都徳島ならではの交通手段として、ひょうたん島周遊船の定期便とは別に、

【事業実施時期】 平成 26年度～ 

【実施主体】 徳島市、徳島県よろず支援拠点 

【事業内容】 経営相談窓口をアミコビルの産業支援交流センターに設け、中小企業に対す

る販路拡大や経営課題等の相談に応じる。 

 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 来街者数の増加 

【目標指標】 ランドマーク施設来館者数 

【活性化に資する理由】 産業支援交流センターはアミコビルに設けられた産業振興施設であり、経営

相談を通じて同施設の来館者数を増やすことは、目標指標の増加に寄与する

ため。 

【支援措置名】 デジタル田園都市国家構想交付金 

【支援措置実施時期】 令和 5年度～令和 6年度 【支援主体】 内閣府 

【その他特記事項】  

【支援措置名】 新規追加 

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

 

【事業名】新規追加 

【事業実施時期】  

【実施主体】  

【事業内容】  

 

 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】  

【目標指標】  

【活性化に資する理由】  

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

 

（３）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

 

（略） 

 

事業名：創業促進事業（略） 

 

【事業名】ひょうたん島 SUMMER TAXIの運航 

【事業実施時期】 令和 3年度～ 

【実施主体】 NPO法人新町川を守る会、NPO法人阿波農村舞台の会 など 

【事業内容】 水都徳島ならではの交通手段として、ひょうたん島周遊船の定期便とは別に、
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周遊船をタクシーとして利用できる「ひょうたん島 SUMMER TAXI」を運航す

る。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 回遊者数の増加 

【目標指標】 まちなか歩行者通行量（平日・休日平均） 

【活性化に資する理由】 周遊船乗り場はアミコビルと阿波おどり会館の中間に位置しており、本市な

らではの地域資源を生かして他のエリアを回遊する動機づけを行うことは、

目標指標の増加に寄与するため。 

【支援措置名】 文化観光拠点施設を中核とした地域における文化観光推進事業補助金 

【支援措置実施時期】 令和 4年度～令和 6年度 【支援主体】 文 部 科 学 省

（文化庁） 

【その他特記事項】  

 

【事業名】阿波おどり会館 LED景観整備事業 

【事業実施時期】 令和 6年度～令和 8年度 

【実施主体】 徳島市 

【事業内容】 夜間における中心市街地の魅力向上を図るため、徳島市中心市街地等 LED 景

観整備基本計画に基づき、阿波おどり会館の外観照明の LED整備を行う。 

 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 来街者数の増加 

【目標指標】 ランドマーク施設来館者数 

【活性化に資する理由】 阿波おどり会館の魅力向上を行うことは、目標指標の増加に寄与するため。 

【支援措置名】 都市構造再編集中支援事業（徳島都心地区） 

【支援措置実施時期】 令和 6年度～令和 8年度 【支援主体】 国土交通省 

【その他特記事項】  

 

【事業名】阿波おどり会館前広場整備事業 

【事業実施時期】 令和 7年度～令和 8年度 

【実施主体】 徳島市 

【事業内容】 阿波おどり会館を訪れる機会の増加を図るとともに、滞留・交流できる場を

創出し、周囲への波及効果を高めるため、阿波おどり会館前駐車場をにぎわ

い創出及び誘客効果のある広場に整備する。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 来街者数の増加 

【目標指標】 ランドマーク施設来館者数 

【活性化に資する理由】 阿波おどり会館を中心とした周辺環境整備を行うことは、目標指標の増加に

寄与するため。 

【支援措置名】 都市構造再編集中支援事業（徳島都心地区） 

【支援措置実施時期】 令和 7年度～令和 8年度 【支援主体】 国土交通省 

【その他特記事項】  

周遊船をタクシーとして利用できる「ひょうたん島 SUMMER TAXI」を運航す

る。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 回遊者数の増加 

【目標指標】 まちなか歩行者通行量（平日・休日平均） 

【活性化に資する理由】 周遊船乗り場はアミコビルと阿波おどり会館の中間に位置しており、本市な

らではの地域資源を生かして他のエリアを回遊する動機づけを行うことは、

目標指標の増加に寄与するため。 

【支援措置名】 文化観光拠点施設を中核とした地域における文化観光推進事業補助金 

【支援措置実施時期】 令和 4年度～令和 6年度 【支援主体】 文 部 科 学 省

（文化庁） 

【その他特記事項】  

 

【事業名】新規追加 

【事業実施時期】  

【実施主体】  

【事業内容】  

 

 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】  

【目標指標】  

【活性化に資する理由】  

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  

 

【事業名】新規追加 

【事業実施時期】  

【実施主体】  

【事業内容】  

 

 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】  

【目標指標】  

【活性化に資する理由】  

【支援措置名】  

【支援措置実施時期】  【支援主体】  

【その他特記事項】  



7 

 

（略） 

 

（４）国の支援措置がないその他の事業 

 

（略） 

事業名：とくしま消防・防災フェスティバルの開催（略） 

 

【事業名】規制緩和による市民広場の利活用 

【事業実施時期】 令和 3年度～ 

【実施主体】 徳島市 

【事業内容】 市役所庁舎前の市民広場について、貸出基準を見直し、民間事業者による中

心市街地活性化事業などに利活用できるようにする。 

 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 回遊者数の増加 

【目標指標】 まちなか歩行者通行量（平日・休日平均） 

【活性化に資する理由】 規制緩和を通じてまちのにぎわいを創出することは、目標指標の増加に寄与

するため。 

【支援措置名】 － 

【支援措置実施時期】 － 【支援主体】 － 

【その他特記事項】  

（略） 

 

８． ４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する公共交通の利便の増進を図るための事業及び特定事

業に関する事項 

［１］（１）略 

 

（２）公共交通機関の利便性の増進、特定事業及び措置の推進の必要性 

（略） 

特に、新たに整備を予定している県立ホールには市内外から多くの来場が見込まれることから、駐車場や駐輪場

整備などの対策を検討する。 

（略） 

 

（３）～［２］（３）略 

 

（４）国の支援措置がないその他の事業 

 

事業名：多様な主体との連携によるバス利用者拡大事業（略） 

 

【事業名】路線バスデジタル推進事業 

【事業実施時期】 令和 2年度～ 

【実施主体】 徳島市、路線バス事業者 

【事業内容】 運賃等の支払いにおける交通系 IC カード決済システムの導入やオンライン

 

（略） 

 

（４）国の支援措置がないその他の事業 

 

（略） 

事業名：とくしま消防・防災フェスティバルの開催（略） 

  

【事業名】規制緩和による市民広場の利活用 

【事業実施時期】 令和 3年度～ 

【実施主体】 徳島市 

【事業内容】 新ホールと線路を挟んだ向かい側にある市役所庁舎前の市民広場について、

貸出基準を見直し、民間事業者による中心市街地活性化事業などに利活用で

きるようにする。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 回遊者数の増加 

【目標指標】 まちなか歩行者通行量（平日・休日平均） 

【活性化に資する理由】 規制緩和を通じてランドマーク施設周辺のにぎわいを創出することは、目標

指標の増加に寄与するため。 

【支援措置名】 － 

【支援措置実施時期】 － 【支援主体】 － 

【その他特記事項】  

（略） 

 

８． ４から７までに掲げる事業及び措置と一体的に推進する公共交通の利便の増進を図るための事業及び特定事業に

関する事項 

［１］（１）略 

 

（２）公共交通機関の利便性の増進、特定事業及び措置の推進の必要性 

（略） 

特に、新たに整備を予定している徳島文化芸術ホール（仮称）には市内外から多くの来場が見込まれることから、駐

車場や駐輪場整備などの対策を進めるとともに、ホール近辺への JR新駅の設置について検討を行う。 

（略） 

 

（３）～［２］（３）略 

 

（４）国の支援措置がないその他の事業 

 

事業名：多様な主体との連携によるバス利用者拡大事業（略） 

 

【事業名】路線バスデジタル推進事業 

【事業実施時期】 令和 2年度～ 

【実施主体】 徳島市、路線バス事業者 

【事業内容】 運賃等の支払いにおけるオンライン決済の充実やオープンデータ化など、将
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決済の充実、オープンデータ化など、将来的な MaaS への参画に向けた路線

バスの環境整備を進める 。 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 来街者数の増加 

【目標指標】 ランドマーク施設来館者数 

【活性化に資する理由】 区域外から訪れる公共交通手段として路線バスの利便性向上を図ることは、

目標指標の増加に寄与するため。 

【支援措置名】 － 

【支援措置実施時期】 － 【支援主体】 － 

【その他特記事項】  

 

（略） 

  

◇４から８までに掲げる事業及び措置の実施箇所図   

※図表は最終ページ参照 

 

９．４から８までに掲げる事業及び措置の総合的かつ一体的推進に関する事項 

［１］略～［２］（１） 

（２）構成員 

中心市街地の市街地整備、経済活力の向上、公共交通の形成などに係る商工会議所、商店街、商業者、交通事

業者、地域活動団体、NPO法人などの主体を構成員とする。 

所属  役職  氏名  

徳島商工会議所  会頭  阿 部 和 英 

徳島都市開発株式会社  代表取締役社長  南 波 岳 大 

JR 四国ステーション開発株式会社  
徳 島 駅 ク レ メ ン ト プ

ラザ館長  
塚 田 和 寛 

阿波女あきんど塾  リーダー  坂 田  千 代 子 

内町まちづくり協議会  会長  宮 澤 武 志 

新町コミュニティ協議会  会長  多 可 義 郎 

NPO 法人新町川を守る会  理事長  中 村 英 雄 

ＮＰＯ法人子育て支援ネットワークとくしま  副理事長  内 藤 克 明 

一般社団法人イーストとくしま観光推進機構  専務理事  渡 辺 隆 仁 

四国旅客鉄道株式会社  徳島企画部長  荒 井  隆 

徳島バス株式会社  企画管理部副部長  林  直 人 

徳島大学  理工学部教授  小 川 宏 樹 

四国大学  経営情報学部准教授  稲 倉 典 子 

徳島文理大学  人間生活学部教授  岡 山 千賀子 

株式会社阿波銀行  
営業推進部部付部長  

兼地方創生推進室長  
片 山 哲 也 

株式会社徳島大正銀行  法人推進部副部長  野 上 智 司 

徳島県商店街振興組合連合会  理事長  杉 原 正 伸 

徳島県商店街振興組合連合会  

東新町１丁目商店街振興組合  
代表理事  福 田 典 彦 

来的な MaaSへの参画に向けた路線バスの環境整備を進める。 

 

活性化を実現するための位置付け及び必要性 

 

【目標】 来街者数の増加 

【目標指標】 ランドマーク施設来館者数 

【活性化に資する理由】 区域外から訪れる公共交通手段として路線バスの利便性向上を図ることは、

目標指標の増加に寄与するため。 

【支援措置名】 － 

【支援措置実施時期】 － 【支援主体】 － 

【その他特記事項】  

 

（略） 

 

◇４から８までに掲げる事業及び措置の実施箇所図   

※図表は最終ページ参照 

 

９．４から８までに掲げる事業及び措置の総合的かつ一体的推進に関する事項 

［１］略～［２］（１） 

（２）構成員 

中心市街地の市街地整備、経済活力の向上、公共交通の形成などに係る商工会議所、商店街、商業者、交通事業者、

地域活動団体、NPO法人などの主体を構成員とする。 

所属  役職  氏名  

徳島商工会議所  会頭  阿 部 和 英 

徳島都市開発株式会社  代表取締役社長  鈴 江 祥 宏 

JR 四国ステーション開発株式会社  
取 締 役 徳 島 駅 ク レ メ

ントプラザ館長  
喜 田 高 博 

阿波女あきんど塾  会長  大 岩 明 代 

内町まちづくり協議会  会長  宮 澤 武 志 

新町コミュニティ協議会  会長  多 可 義 郎 

NPO 法人新町川を守る会  理事長  中 村 英 雄 

ＮＰＯ法人子育て支援ネットワークとくしま  副理事長  内 藤 克 明 

一般社団法人イーストとくしま観光推進機構  専務理事  渡 辺 隆 仁 

四国旅客鉄道株式会社  徳島企画部長  山 本 仁 志 

徳島バス株式会社  運輸部課長  泉  雅 仁 

徳島大学  理工学部教授  小 川 宏 樹 

四国大学  経営情報学部准教授  稲 倉 典 子 

徳島文理大学  人間生活学部准教授  岡 山 千賀子 

株式会社阿波銀行  
営業推進部部付部長  

兼地方創生推進室長  
片 山 哲 也 

株式会社徳島大正銀行  法人推進部部長代理  三 木 貴 史 

徳島県商店街振興組合連合会  理事長  杉 原 正 伸 

徳島県商店街振興組合連合会  

東新町１丁目商店街振興組合  
代表理事  福 田 典 彦 
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徳島県商店街振興組合連合会  

元町商店街振興組合  
代表理事  逢 坂 昭 雄 

徳島商工会議所まちづくり検討委員会  委員長  中 田 一 生 

徳島県  企業支援課長  鳥 海 祐 司 

徳島市  経済部長  浦  聡 明 

徳島市  都市建設部長  久 米 健 仁 

徳島市  交通局長  尾 崎  覚 

 

（３）開催状況 

会議回数 開催日 議題 

第 1回 令和 3年 3月 22日 
・中心市街地活性化協議会の設立について 

・徳島市中心市街地活性化基本計画の概要について 

第 2回 令和 3年 6月 10日 
・徳島市中心市街地活性化基本計画について 

（基本方針、ビジョン、目標値、公民連携など） 

第 3回 令和 3年 8月 17日 ・徳島市中心市街地活性化基本計画（素案）について 

第 4回 令和 3年 11月 15日 

・パブリックコメント手続の実施結果について 

・徳島市中心市街地活性化基本計画（案）について 

・徳島市中心市街地活性化基本計画（案）に対する意見書 

第 5回 令和 4年 7月 25日 
・徳島市中心市街地活性化基本計画の概要及び 

プレフォローアップ結果について 

第 6回 
令和 5年 1月 13日 

（書面開催） 
・徳島市中心市街地活性化基本計画の変更（案）について 

第 7回 令和 5年 5月 10日 

・徳島市中心市街地活性化協議会役員の指名について 

・徳島市中心市街地活性化基本計画のフォローアップについて 

・徳島市中心市街地活性化基本計画の変更（案）について 

第 8回 令和 6年 5月 13日 
・徳島市中心市街地活性化基本計画のフォローアップについて 

・徳島市中心市街地活性化基本計画の変更（案）について 

第 9回 令和 7年 5月 9日 

・徳島市中心市街地活性化協議会役員の指名について 

・徳島市中心市街地活性化基本計画のフォローアップについて 

・徳島市中心市街地活性化基本計画の変更（案）について 

 

（４）～１２.略 

 

徳島県商店街振興組合連合会  

元町商店街振興組合  
代表理事  逢 坂 昭 雄 

徳島商工会議所まちづくり検討委員会  委員長  中 田 一 生 

徳島県  企業支援課長  鳥 海 祐 司 

徳島市  経済部長  浦  聡 明 

徳島市  都市建設部長  森  久 寿 

徳島市  交通局長  角 元 和 彦 

 

３）開催状況 

会議回数 開催日 議題 

第 1回 令和 3年 3月 22日 
・中心市街地活性化協議会の設立について 

・徳島市中心市街地活性化基本計画の概要について 

第 2回 令和 3年 6月 10日 
・徳島市中心市街地活性化基本計画について 

（基本方針、ビジョン、目標値、公民連携など） 

第 3回 令和 3年 8月 17日 ・徳島市中心市街地活性化基本計画（素案）について 

第 4回 令和 3年 11月 15日 

・パブリックコメント手続の実施結果について 

・徳島市中心市街地活性化基本計画（案）について 

・徳島市中心市街地活性化基本計画（案）に対する意見書 

第 5回 令和 4年 7月 25日 
・徳島市中心市街地活性化基本計画の概要及び 

プレフォローアップ結果について 

第 6回 
令和 5年 1月 13日 

（書面開催） 
・徳島市中心市街地活性化基本計画の変更（案）について 

第 7回 令和 5年 5月 10日 

・徳島市中心市街地活性化協議会役員の指名について 

・徳島市中心市街地活性化基本計画のフォローアップについて 

・徳島市中心市街地活性化基本計画の変更（案）について 

第 8回 令和 6年 5月 13日 
・徳島市中心市街地活性化基本計画のフォローアップについて 

・徳島市中心市街地活性化基本計画の変更（案）について 

新規追加   

 

（４）～１２.略 

 

 

 

 

 

 

 


